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農業生産法人（株）アースワン（生振地区）小麦刈り取り作業

　本年４月に当組合で初めての複数戸（８戸）による農業生産法人
「アース１」が設立されました。当初は小麦の刈り取りを目的とした機
械利用組合でしたが、農協、中央会の支援もあり法人化した中で、将
来的には、高齢化で引き受け手のない農地や構成員の麦以外の作物
を取り入れ農作業の効率化を図って参ります。
　アース１の名前の由来は、「アース」は地球、大地と言う意味で、「１
（ワン）」は生振第１農事組合の１、また全てに於いて、ナンバーワンで
ありたいと言う願いを込めて付けられたそうです。



大
根
共
撰
開
始

人
参
共
撰
開
始

人参撰果の様子

　
７
月
２５
日
か
ら
人
参
共
撰
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
６
月
が
干
ば
つ
傾
向
だ

っ
た
た
め
生
育
が
遅
れ
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
雪
解
け
が
早
く
例
年
よ
り
も
播
種
作

業
が
早
く
出
来
た
圃
場
が
あ
り
、
ま
た
７

月
に
入
り
生
育
が
順
調
に
進
ん
だ
事
で
昨

年
よ
り
も
１０
日
早
い
２５
日
か
ら
の
共
撰
開

始
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
昨
年
よ
り
１

名
増
え
２２
名
と
な
り
、
共
撰
出
荷
面
積
は

２８ 

ｈａ
に
な
り
ま
し
た
。
８
月
上
旬
か
ら
は
順

次
出
荷
軒
数
も
増
え
る
予
定
で
１０
月
下
旬

ま
で
出
荷
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
い
し
か
り
長
い
も
部
会
で
平
成
２７
年
度
の
視
察
研
修
会
を
去
る
７
月
１３

日
夕
張
郡
長
沼
町
に
あ
る
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
農
業
研
究
本
部
に
て
１０
名

の
会
員
が
参
加
の
も
と
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
中
央
農
業
試
験
場
内
の
試
験
圃

場
の
見
学
後
の
座
学
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
視
察
当
日
が
雨
の
た
め
バ

ス
内
で
の
講
習
と
な
り
、
同
農
業
研
究
本
部
の
生
産
研
究
部
主
査
よ
り
ト
レ
ン

チ
ャ
ー
に
関
す
る
試
験
デ
ー
タ
「
長
い
も
栽
培
関
連
機
械
の
性
能
に
関
す
る
調

査
」
十
勝
農
業
試
験
場
で
の
ト
レ
ン
チ
ャ
ー
施
用
後
の
土
壌
分
析
に
よ
る
試
験

結
果
の
デ
ー
タ
の
説
明
を
受
け
質
疑
応
答
に
入
り
、
研
修
を
終
え
ま
し
た
。

　
研
修
終
了
後
、
由
仁
町
に
あ
る
「
ユ
ン
ニ
の
湯
」
に
て
昼
食
・
反
省
会
を
行

い
日
頃
の
疲
れ
を
癒
や
し
、
今
後
の
農
作
業
の
意
欲
向
上
意
識
を
高
め
、
視
察

研
修
会
を
無
事
終
了
し
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　
７
月
２４
日
か
ら
大
根
共
撰
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
６
月
が
干
ば
つ
傾
向
だ
っ
た
た
め
生
育
が
遅
れ
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
７
月
に
入
り
適
度
な
雨
と
気
温
に
よ
り
、
生
育
が
進
み
昨
年
と
同
じ
２４

日
か
ら
共
撰
が
開
始
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
須
藤
聖
治
さ
ん
（
北
生
振
地
区
）
と
青
木
義
徳
さ
ん
（
五
の
沢
地

区
）
の
お
二
人
が
共
撰
に
出
荷
し
て
頂
け
る
こ
と
と
な
り
昨
年
よ
り
も
５
ｈａ

増
え
１０ 

ｈａ
の
共
撰
面
積
と
な
り
ま
し
た
。
主
に
石
川
丸
果
中
央
青
果
向
け
に

出
荷
さ
れ
、
１０ 

月
下
旬
ま
で
共
撰
が

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

須藤聖治さん（左）と青木
豊さん、（右、義徳さん長
男）が共撰出荷されます

長
い
も
部
会
視
察
研
修
会
開
催



年
金
友
の
会
通
常
総
会
及
び
研
修
旅
行

　
さ
る
７
月
８
日
か
ら
２
泊
３
日
で
理
事
・
監

事
併
せ
て
１２
名
で
役
員
視
察
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
宮
城
県
を
中
心
に
震
災
後
の
復
興
状
況
を
視

察
し
て
き
ま
し
た
。

　
最
初
の
視
察
地
は
仙
台
空
港
の
南
側
に
位
置

す
る
亘
理
町
。
テ
レ
ビ
の
映
像
で
仙
台
空
港
へ

押
し
寄
せ
た
津
波
の
被
害
は
皆
さ
ん
も
記
憶
に

残
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
隣
で

あ
り
な
が
ら
亘
理
町
は
被
害
の
ほ
と
ん
ど
が
報

道
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
地
区
で
す
が
、
津

波
に
よ
り
町
の
面
積
の
４７
%
が
浸
水
、
農
地
も

６０
%
が
水
没
し
沿
岸
の
部
落
は
壊
滅
的
被
害
を

受
け
た
地
区
で
し
た
。
現
在
は
復
興
に
向
け
防

潮
堤
や
堤
防
の
か
さ
上
げ
工
事
が
進
み
、
除
塩

作
業
が
済
ん
だ
一
部
の
水
田
は
稲
が

作
付
さ
れ
、
特
産
の
イ
チ
ゴ
用
の
施

設
の
整
備
も
進
ん
で
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、岩
沼
市
の
仙
台
臨
空
工
業

団
地
に
あ
る「（
株
）に
し
き
食
品
」
に

お
伺
い
し
ま
し
た
。「
に
し
き
食
品
」は

レ
ト
ル
ト
食
品
を
製
造
を
し
て
お
り
、

「
無
印
良
品
」の
カ
レ
ー
や
パ
ス
タ

ソ
ー
ス
等
も
こ
こ
で
製
造
さ
れ
て
い

ま
す
。「
に
し
き
食
品
」も
震
災
の
津
波

に
よ
る
床
上
浸
水
の
被
害
を
受
け
ま

し
た
が
、工
場
が
全
面
休
止
し
て
い
る
中
で
も
従
業
員
を
解
雇
す
る
こ
と
な
く
、

社
員
全
員
が
協
力
し
ガ
レ
キ
の
撤
去
、
工
場
内
の
清
掃
活
動
を
行
い
震
災
か
ら

一
月
半
で
の
生
産
再
開
と
な
り
、
こ
の
早
期
復
旧
に
よ
り
地
域
は
元
気
づ
け
ら

れ
た
様
で
す
。

　（
株
）石
巻
青
果
は
取
扱
量
が
東
北
で
４
番
目
の
市
場
で
す
が
、
施
設
は
鮮
度

保
持
の
た
め
の
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
化
が
進
み
、
場
内
も
又
仲
卸
も
含
め
市
場

全
体
で
環
境
の
美
化
に
努
め
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
一
つ
落
ち
て
い
な
い
き
れ
い

な
市
場
で
し
た
。当
日
は
近
江
社
長
が
直
々
に
出
迎
え
て
頂
き
、菊
田
専
務
に
場

内
を
案
内
し
て
頂
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
い
し
か
り
役
員
研
修

「
東
北
被
災
地
復
興
状
況
を
視
察
」

　
年
金
友
の
会
『
第
１９
回
通
常
総
会
及
び
研
修
旅
行
』
が
７
月
２
日
〜

３
日
の
日
程
で
会
員
３４
名
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
旅
行

先
は
登
別
で
出
発
し
た
日
の
午
前
中
は
小
雨
の
降
る
天
気
と
な
り
ま
し

た
が
、
お
昼
頃
に
は
天
候
が
回
復
し
２
日
間
絶
好
の
研
修
日
和
り
に
な

り
ま
し
た
。
目
的
地
ま
で
の
途
中
、
新
し
く
で
き
た
道
の
駅
「
あ
か
い

が
わ
」
や
伊
達
の
「
だ
て
歴
史
の
杜
」
な
ど
を
経
由
し
宿
と
な
る
登
別

温
泉
「
第
一
滝
本
館
」
に
到
着
し
ま
し
た
。
温
泉
入
浴
後
、
午
後
６
時

よ
り
第
１９
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
吉
田
静
雄
会
長
の
開
会
の
挨
拶

の
後
、
全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
通
常
総
会
終
了

後
、
懇
親
会
と
な
り
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
親
睦

を
深
め
大
変
楽
し
い
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
次
の
日
は
虎
杖
浜
大
漁
番
屋
に
て
「
た

ら
こ
瓶
詰
め
放
題
」
を
行
い
ま
し
た
。
お

店
の
開
店
と
同
時
に
到
着
し
た
た
め
、
店

員
さ
ん
も
び
っ
く
り
の
大
盛
況
と
な
り
、

皆
さ
ん
上
手
に
隙
間
を
開
け
ず
に
び
っ
ち

り
と
詰
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ア
イ

ヌ
の
集
落
を
再
現
し
た
博
物
館
「
白
老
ポ

ロ
ト
コ
タ

ン
」
に
て

ア
イ
ヌ
文
化
を
学
ん
だ
と
こ
ろ
で
お
昼

と
な
り
白
老
牛
ス
テ
ー
キ
を
堪
能
し
ま

し
た
。
参
加
者
全
員
大
変
満
足
さ
れ
た

様
子
で
帰
っ
て
来
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
来
年
も
本
年
同
様
た
く
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
尚
、
年
金
友
の
会
で
は
新
会
員
を
随

時
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
希
望
の

方
は
本
支
店
金
融
窓
口
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

たらこ詰め放題に夢中の会員

白老ポロトコタン文化像前にて友の会員

にしき食品前にて 防潮堤工事



　
第
５７
回
を
迎
え
る
管
内
Ｊ
Ａ
野
球
大
会
が
７
月
１１
日
・
１２
日
の
両
日
、
北

広
島
市
の
緑
葉
公
園
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。  

　
去
年
と
同
じ
Ｊ
Ａ
新
し
の
つ
と
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
は
１
回

表
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
ホ
ー
ム
ラ
ン
に
よ
る
１
点
を
と
る
も
、
そ
の
裏
に
４
得
点

と
さ
れ
、
ま
た
２
回
表
に
は
相
手
の
守
備
に
阻
ま
れ
得
点
成
ら
ず
、
再
び
巻

き
返
し
に
転
じ
よ
う
と
３
回
表
に

は
打
撃
陣
も
好
調
と
な
り
６
得
点

を
取
る
も
、
こ
の
裏
に
大
量
得
点

さ
れ
、
そ
の
結
果
７
対
１５
と
力
の

差
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
試
合
と
な

り
ま
し
た
。
猛
暑
の
中
、
応
援
に

駆
け
つ
け
て
頂
い
た
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

石
狩
管
内
Ｊ
Ａ
野
球
大
会 

　
７
月
４
日
、
当
Ｊ
Ａ
青
年
部
（
増
田
崇
紘
部
長
）
が
石
狩
地
区
青
年
部
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
今
年
は
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
青
年
部
と
の
混
合
チ
ー
ム
と
し

て
出
場
し
ま
し
た
。
今
年
は
あ
い
に
く
の
空
模
様
の
中
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
新
篠
津
運
動
公
園
を
メ
イ
ン
会
場
に
石
狩
管
内
各
地
区
よ
り
１２
チ

ー
ム
が
参
加
し
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
初
戦
、
対
北
い
し
か
り
Ｄ
チ
ー
ム

戦
で
は
成
田
和
広
さ
ん
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
皮
切
り
に
打
線
が
爆

発
、
結
果
１２
得
点
で
初
戦
を
突
破
す
る
と
、
続
く
２
回
戦
は
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー

連
発
の
堅
い
守
備
で
道
央
混
合
チ
ー
ム
を

完
封
に
抑
え
見
事
勝
利
。
３
回
戦
、
対
北

い
し
か
り
Ａ
チ
ー
ム
戦
で
も
勢
い
に
乗
っ

た
当
チ
ー
ム
の
打
線
に
火
が
付
き
２
回
表

１１
点
の
大
量
得
点
の
後
、
息
の
合
っ
た
堅

い
守
備
を
見
せ
コ
ー
ル
ド
勝
ち
と
な
り
ま

し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
戦
３
試
合
を
連
勝
に
収

め
強
豪
、
道
央
江
別
チ
ー
ム
と
の
大
会
優

勝
を
懸
け
た
決
勝
戦
に
臨
む
こ
と
と

な
っ
た
当
Ｊ
Ａ
い
し
か
り
・
さ
っ
ぽ

ろ
チ
ー
ム
。
連
戦
の
疲
れ
を
感
じ
さ

せ
な
い
見
事
な
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
接

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
が
、
最
後
は

一
時
間
の
時
間
制
限
に
よ
り
試
合
終

了
、
４
回
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
と
い
う
悔

し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
優
勝
こ

そ
は
逃
し
た
も
の
の
準
優
勝
カ
ッ
プ

を
手
に
す
る
の
は
実
に
１０
年
ぶ
り
の

快
挙
。
最
後
に
笑
顔
で
整
列
し
た
部

員
の
皆
さ
ん
は
、
し
ば
し
農
作
業
の

忙
し
さ
を
忘
れ
、一
致
団
結
し
、絆
を

よ
り
深
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。  

野球部の皆さんお疲れ様でした 

成田選手によるランニングホームラン 

準優勝の賞状を手に誇らしげな青年部員たち

小林石青協会長の開会挨拶 

Ｊ
Ａ
い
し
か
り
青
年
部  

石
狩
地
区
農
協  

青
年
部
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
準
優
勝 





農業改良普及センター

今月の技術情報 平成27年8月1日
石狩農業改良普及センター石狩北部支所
TEL（0133）23-2146 FAX23-2887

農業改良普及センター

水  稲

 1  出穂以降の水管理

 2  カメムシ防除（アカヒゲホソミドリカスミカメ）

落水の時期が早すぎませんか？
　水稲は、開花時に多くの水分を必要としま
すので、間断かんがいしてください。また、
登熟期を水分不足にすると千粒重の低下、屑
米の多発が懸念されます。

○落水後に降水量が少ない場合は、ひび割れによる断根や水分不足で登熟が阻害されるので土壌水分に
　応じて走水を行います。
　※溝切りを行い、スムーズな土壌水分管理を目指しましょう。

土を握って指の間から水分がにじむ程度の水分を確保しましょう。

落水時期の目安

モニタリングを利用したカメムシの防除体系

＝防除の基本的な考え方＝
・現行品種では、出穂期と、その7～10日後の2回を基幹防除とし、必ず防除する。
・防除が必要な期間は、出穂から約30日（生育や登熟の早さによってさらに延びる場合が有り）
・必ず予察を行い、気象条件やカメムシの発生状況に応じた防除を行う。

＝薬剤防除＝
・出穂期とその後7～10日後の2回は、必ず実施する。
・3回目以降の追加防除については、自分ですくい取りをして判断する。
 （すくい取りが出来ない場合は、地区の予察情報を参考とする）

排水良好田→出穂後25日頃
排水不良田→出穂後12日頃



小  麦

生 産 者 の 皆 様 へ
米トレーサビリティ制度が始まっています

米穀（玄米、精米、くず米等）を出荷・販売される生産者の方は、この法律の対象になります
「米トレーサビリティ法」をご存じですか！？ 
　米穀や米加工品に問題が発生した際に、速やかに流通ル
ートを特定するため、米穀や米飯・米加工食品等を取扱う事
業者間の取引記録の作成・保存が義務付けられています。
また、消費者が商品選択の際の参考とするため、米穀の産
地情報の伝達が義務付けられています。
　私たちも法律を遵守することで、「安心・安全」なお米を
未来へ繋げていきましょう。
　詳細は、農林水産省HPまたは、北海道農政事務所消費・
安全部業務課（℡011－863－6031）

①業者間の取引等の記録を作成・保存【例：伝票に、品
　名、産地、数量、取引年月日、取引先名を記載】
②米穀の産地情報を伝達【例：伝票類に産地（北海道
　産、○○町産など）を記載して、事業者の方に伝達】

 1  麦稈と収穫跡地について　－「雑草対策も行いましょう！」－
（1）
（2）

（3）

麦稈は、堆肥化して地力の維持増強に努めましょう。
ほ場に直接すき込む場合は、窒素を添加（石灰窒素10～20kg/10aまたは硫安20kg/10a）して、
浅くロータリ耕を行います。
本年の小麦ほ場は、雑草の多いほ場や異品種が混在しているほ場が散見されました。
やむを得ず連作する場合、収穫後にほ場に落ちている種子を十分に出芽させ、除草剤を散布する等、
耕起前の雑草対策をしっかり行いましょう。

 2  作付予定ほ場準備　－「は種前にｐＨを矯正しましょう！」－
（1）
（2）
（3）
　

連作は、2年を限度とした輪作体系を確立しましょう。
排水不良畑は、明・暗渠や心土破砕などの対策を講じましょう。
土壌診断を実施し、土壌pHは5.8を目標に矯正しましょう。
近年、低pHによる生育不良ほ場が散見されます。石灰質資材の投入を積極的に検討しましょう！

 3  小麦跡地の緑肥栽培
（1）

（2）

麦類の収穫後は緑肥を作付する良い機会です。緑肥導入による地力向上や輪作体系化を図り、作物
の安定生産と高品質を目指しましょう。
緑肥は、後作物や作付けするほ場条件を考慮して選定することが重要です。

〈参考例〉

＜後作緑肥の栽培方法＞

＊チャガラシは、短期間で生育量が確保でき、土壌病害抑制効果も期待できます。
　やむを得ず、秋まき小麦の連作になる場合は、チャガラシ作付をお勧めします！

作物名（科）

チャガラシ（アブラナ科）  9月上中旬
(開花始)

10月中旬

10月下旬

えん麦野生種（イネ科） 

シロカラシ（アブラナ科） 

ひまわり（キク科） 

は種時期 すき込み
時期は種量（kg/10a） 施肥量（kg/10a）

8月上旬～中旬

8月上旬～中旬

8月上旬～下旬

8月上旬～下旬

0.7～1.0

10～20

2.0

1.5～2.0

8

5

5～8

4～6

8

0～5

0～7

0～10

8

窒素 加里リン酸

5

5～10

8～10

～

品名

数量

搬入場所
年月日

産地

取引先名



資材課からのお知らせ　　資材課：66－4488

住宅や倉庫などの新築及び改装・塗装についてのご相談窓口

秋用作業衣料訪問販売について

住宅や倉庫などの新築及び改装・塗装についてのご相談窓口

秋用作業衣料訪問販売について

訪問販売日時：8月26日（水）27日（木） 午前9時から午後4時まで

住宅や倉庫は傷んでいませんか？
営繕工事の受付・お問い合わせは資材課までお願い致します。
今後ともご愛顧の程、宜しくお願い致します。

　作業衣料の訪問販売を下記日程にて実施致します。ご希望の日時や購入予定商品等がございま
したら資材課までご連絡下さい。尚、悪天候の場合は順延等の対応をとらせていただきますので
予めご了承願います。又、ご注文頂いた商品は約１週間程で配達させていただきます。



1日
2日
3日

4日
8日
10日
11日
13日

15日

16日

　
　

転作現地確認

年金友の会総会・親睦旅行～３日

専務会海外視察研修～１０日

種馬鈴薯防疫検査

石狩管内青年部ソフトボール大会

役員視察研修～１０日

長いも部会現地検討会

石狩管内ＪＡ野球大会

長いも部会視察研修

中央要請～14日

企画会議

第２回石狩地区農協酪農畜産対策委員会 

定例理事会

17日
21日
22日
23日
24日

25日
27日

29日
30日
31日

　

種馬鈴薯防疫検査

ＪＡグループ北海道人づくり検討委員会

産業まつり運営委員会

石狩北部３ＪＡ野菜部門ＷＧ会議

ホクレン監事会・理事会ホクレン監事協議会視察研修～２５日 

後志・石狩地区ＪＡ共済推進委員会

大根共撰開始

人参共撰開始

全国監査機構一般監査～３１日

ＴＰＰ全国集会

石狩地区農協農政対策委員会

石狩北部３ＪＡ米部門ＷＧ・土壌分析ＷＧ 

仮決算棚卸

7月のあゆみ

訃 報
花畔上組三班
　織田　忠義　享年70歳
　平成27年7月26日逝去

北生振2班
　石山　一夫　享年78歳
　平成27年7月9日逝去

花畔上組三班
　萩坂　ユキ　享年92歳
　平成27年7月11日逝去

謹んでお悔やみ
申し上げます。

◆ 審 議 事 項 ◆

理事会だより
第6回定例理事会　～7月16日～

①
②
③
④

貸出金の申込み査定について
下期貸付金金利設定について 
仮決算棚卸・抽出検査について
規程の一部変更について 

◆ 報 告 事 項 ◆
①
②
③
④
⑤
⑥

営農委員会報告
農産物出荷状況等について
花川東売地販売報告について
石狩まるごとフェスタ2015について
平成２８年度採用予定者の研修受入について
農業委員会総会について

美登位女性部が花と緑の協議会主催の花壇コンクールで
最優秀賞を受賞いたしました




